
の
理
系
の
強
み
と
な
っ
て
い
る

分
野
を
統
合
し
た
「
地
球
未
来

理
工
学
部（
仮
称
）」
や
、
本
学

の
生
活
科
学
部
に
府
立
大
の
関

連
部
門
を
統
合
し
た
「
人
間
科

学
域（
仮
称
）」
の
新
設
な
ど
、

先
端
研
究
を
よ
り
強
固
に
す
る

と
と
も
に
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
新
た
な
教
育
組
織
の
提
案

な
ど
、
両
大
学
の
強
み
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
よ
り
大
き
な

視
点
で
新
た
な
発
展
を
期
待
す

る
提
言
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
提
言
で
は
、
日
本

ひ
い
て
は
ア
ジ
ア
の
中
で
も
強

い
大
学
を
め
ざ
す
大
学
改
革
の

モ
デ
ル
と
し
て
、
柔
軟
で
持
続

的
に
改
革
す
る
大
学
を
め
ざ
し
、

教
員
組
織
と
教
育
組
織
の
分
離

を
は
じ
め
、
教
員
人
事
の
一
元

化
、
目
標
管
理
体
制
や
キ
ャ
ン

パ
ス
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
構
築
、
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
強
化
、
教
職
協
働

に
よ
る
体
制
づ
く
り
と
い
っ
た
、

大
学
運
営
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
抜

本
的
改
革
が
示
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
大
学
改
革
を

継
続
し
て
進
め
る
も
の
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
今
回
示
さ

れ
て
お
り
ま
す
「
新
大
学
構
想

〈
提
言
〉」
は
、
こ
れ
ま
で
の
本

学
の
強
み
を
よ
り
発
展
さ
せ
る

だ
け
で
な
く
、
理
系
を
中
心
に

成
果
を
あ
げ
て
こ
ら
れ
た
大
阪

府
立
大
学
と
の
統
合
に
よ
り
、

よ
り
大
き
な
シ
ナ
ジ
ー
効
果
が

期
待
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
ま

た
世
界
と
も
戦
え
る
新
し
い
公

立
大
学
の
姿
が
示
さ
れ
て
い
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
学
は
今
後
、
こ
の
提
言
に

示
さ
れ
た
大
学
改
革
の
「
さ
き

が
け
」
と
な
る
新
大
学
の
実
現

へ
向
け
て
、
同
窓
会
の
皆
様
と

と
も
に
手
を
携
え
て
新
た
な
大

学
に
向
か
っ
て
邁
進
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

の
定
例
評
議
員
会
で
教
育
支
援

に
特
化
し
た
事
業
を
行
う
組
織

に
改
組
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
と
並
行
し
て
、
全
学
同

窓
会
の
設
立
準
備
が
同
窓
会
連

絡
会
で
始
ま
り
、
大
学
並
び
に

学
友
会
と
の
協
議
が
重
ね
ら
れ
、

昨
年
11
月
３
日
の
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
の
日
に
も
う
一
つ
の

大
学
支
援
組
織
と
し
て
大
阪
市

立
大
学
同
窓
会
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
こ
と
は
、
元
大
阪
市
大
人

と
し
て
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
限

り
で
あ
り
ま
す
。

　

学
友
会
は
、
本
年
４
月
か
ら

保
護
者
の
会
費
を
主
財
源
と
し

て
、
保
護
者
中
心
で
現
・
旧
教

職
員
や
卒
業
生
の
協
力
の
下
に

運
営
さ
れ
る
「
大
阪
市
立
大
学

教
育
後
援
会
」
に
改
組
さ
れ
、

大
学
の
教
育
・
人
材
育
成
活
動

を
支
援
す
る
事
業
を
始
動
し
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
市
大
･
府
大
の
統

合
が
現
実
化
す
る
中
で
、
有
機

的
、
効
果
的
に
大
学
支
援
を
実

施
す
る
た
め
に
、
同
窓
会
と
教

育
後
援
会
と
大
学
の
三
者
の
間

に
設
け
ら
れ
る
「
大
学
支
援
協

議
会
」
が
手
を
携
え
、
同
窓
会

と
教
育
後
援
会
の
役
割
分
担
や

実
施
事
業
内
容
等
の
基
本
的
方

針
を
協
議
し
て
い
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

市
大
卒
業
生
の
絆

よ
り
強
く
広
く

全
学
同
窓
会
「
大
阪
市
立
大
学
同
窓
会
」
設
立

大
阪
市
立
大
学
同
窓
会 

初
代
会
長

児
玉　
隆
夫

大
阪
市
立
大
学 

学
長

西
澤　
良
記

　

昨
年
11
月
３
日
の
第
11
回
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
合
わ
せ
て
開
か
れ

た
同
窓
会
総
会
に
お
い
て
「
大
阪
市

立
大
学
同
窓
会
」
の
設
立
が
承
認
さ

れ
、
こ
こ
に
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま

し
た
全
学
同
窓
会
が
発
足
い
た
し
ま

し
た
。
同
時
に
こ
の
総
会
で
は
同
窓

会
会
則
や
運
営
組
織
に
つ
い
て
も
承

認
を
受
け
、
私
が
初
代
会
長
に
就
任

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
大
学
お
よ
び
同
窓
会
の
発
展
の

た
め
微
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ご
支
援
と
ご
協
力
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

七
つ
の
同
窓
会
を
統
合

　

こ
れ
ま
で
市
大
の
同
窓
会
に
は
、

文
科
系
４
学
部（
商
学
部
、
経
済
学

部
、
法
学
部
、
文
学
部
）の
同
窓
会
で

あ
る
有
恒
会
と
理
学
部
、
工
学
部
、

医
学
部
、
生
活
科
学
部
の
各
学
部
同

窓
会
、
そ
れ
に
看
護
系
同
窓
会
お
よ

び
創
造
都
市
研
究
科
同
窓
会
の
七
つ

の
同
窓
会
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学

部
等
を
中
心
に
活
動
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
七
つ
の

同
窓
会
組
織
間
の
連
絡
調
整
を
図
る

た
め
「
同
窓
会
連
絡
会
」
が
設
け
ら

れ
、
同
窓
会
組
織
全
体
の
連
絡
調
整

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
の

全
学
同
窓
会
の
設
立
は
こ
の
「
同
窓

会
連
絡
会
」
が
中
心
と
な
っ
て
進
め

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、

こ
れ
ら
七
つ
の
同
窓
会
を
統
合
し
た

形
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
学
部
等
を
中
心
と
し
た
七
つ
の

同
窓
会
は
全
学
同
窓
会
の
傘
下
と
し

て
今
後
も
存
続
し
、
こ
れ
ま
で
通
り

自
主
的
な
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

各
学
部
等
の
同
窓
会
は
「
会
員
同
士

の
親
睦
と
交
流
」
事
業
を
中
心
と
し

て
「
楽
し
く
て
た
め
に
な
る
同
窓
会
」

を
目
指
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ

に
対
し
て
、
全
学
同
窓
会
は
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
よ
う
な
全
学
規
模

で
行
わ
れ
る
親
睦
・
交
流
事
業
の
ほ

か
「
大
学
お
よ
び
在
学
生
支
援
」
を

中
心
と
し
た
事
業
を
行
い
「
頼
り
に

な
る
同
窓
会
」
を
目
指
し
ま
す
。

各
学
部
同
窓
会
と
連
携
密
に

　

全
学
同
窓
会
と
各
学
部
等
を
中
心

と
し
た
七
つ
の
同
窓
会
と
の
連
携
を

密
に
す
る
た
め
、
各
学
部
等
同
窓
会

の
会
長
に
全
学
同
窓
会
副
会
長
へ
の

就
任
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、

全
学
同
窓
会
の
事
業
を
行
う
た
め
の

収
入
源
と
し
て
は
、
新
入
生
、
在
学

生（
保
護
者
）か
ら
徴
収
す
る
教
育
後

援
会
費
の
一
部
、
各
学
部
同
窓
会
か

ら
拠
出
さ
れ
る
負
担
金
、
個
人
お
よ

び
団
体
か
ら
の
寄
付
金
等
を
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
組
織
と
し
て
は
学
部
等
を

中
心
と
し
た
上
記
七
つ
の
同
窓
会
の

ほ
か
に
、
国
内
に
23
、
海
外
に
も
10

の
支
部
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多

く
は
有
恒
会
と
し
て
組
織
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
支
部

で
は
そ
の
構
成
員
と
し
て
す
べ
て
の

学
部
の
卒
業
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。
今
後
は
有
恒
会
と
も
調
整
を
図

り
な
が
ら
、
各
支
部
の
強
化
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
者
が
協
力
し
大
学
を
支
援

　

全
学
同
窓
会
が
発
足
し
た
こ
と
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
学
友
会
と
し
て
活

動
し
て
き
た
組
織
は
大
阪
市
立
大
学

教
育
後
援
会
と
し
て
再
出
発
し
、
学

生
の
課
外
活
動
等
の
支
援
を
中
心
と

し
た
事
業
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

全
学
同
窓
会
と
教
育
後
援
会
は
そ
れ

ぞ
れ
大
学
お
よ
び
学
生
の
支
援
を
行

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
円
滑

に
行
う
た
め
、
大
学
と
全
学
同
窓
会

お
よ
び
教
育
後
援
会
の
三
者
で
「
大

学
支
援
協
議
会
」
を
設
け
、
互
い
に

連
携
と
協
力
を
図
り
な
が
ら
大
学
支

援
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

全
学
同
窓
会
の
最
初
の
活
動
と
し

て
卒
業
生
名
簿
の
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
か
ら
各
学
部
等
で
の
名

簿
の
整
備
を
お
願
い
し
、
そ
れ
を
地

域
ご
と
に
仕
分
け
し
て
各
支
部
に
提

供
し
ま
す
。
名
簿
は
す
べ
て
の
活
動

の
も
と
に
な
る
も
の
で
す
の
で
、
名

簿
の
共
有
に
よ
り
支
部
活
動
の
強
化

に
役
立
て
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
大
阪
市
と
府
と
の
間
で
市

立
大
学
と
府
立
大
学
と
の
統
合
に
向

け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
ろ
う

と
も
市
大
卒
業
生
の
絆
を
よ
り
強
く
、

そ
し
て
国
内
に
限
ら
ず
世
界
に
向
け

て
広
げ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
卒
業
生
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全 学 同 窓 会 発 足 に 寄 せ て　～ お 祝 い の メッ セ ー ジ ～
　

大
阪
市
立
大
学
同
窓
会
が
昨

年
11
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

学
長
と
し
て
、
ま
た
、
同
窓
生

の
一
人
と
し
て
心
よ
り
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。　

さ
て
、
大
阪

府
・
市
で
は
、
今
後
の
大
阪
の

成
長
に
貢
献
す
る
公
立
大
学
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
外
部
有
識

者
に
よ
る
新
大
学
構
想
会
議
を

設
置
し
検
討
が
進
め
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
た
び
、「
新
大
学

構
想
〈
提
言
〉」
が
示
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。
新
大
学
構
想
会
議

に
お
い
て
は
、
新
た
な
公
立
大

学
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
背
景
と
し

て
、
世
界
的
な
都
市
間
競
争
に

打
ち
勝
つ
『
強
い
大
阪
』
を
実

現
す
る
成
長
戦
略
に
お
い
て
、

都
市
の
知
的
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

大
学
の
活
用
は
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
、
二
つ
の
大
学
を
あ
わ
せ

　

こ
の
度
の
大
阪
市
立
大
学
同

窓
会
の
設
立
を
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
８
年
前（
平

成
17
年
３
月
）、
大
学
法
人
化
を

控
え
た
大
阪
市
立
大
学
の
教
育

研
究
活
動
を
物
心
両
面
か
ら
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ま
た

そ
の
た
め
に
、
卒
業
生
を
中
心

に
現
役
の
学
生
、
保
護
者
、
現

教
職
員
と
退
職
教
職
員
、
さ
ら

に
は
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
人
た

ち
を
も
包
括
し
た
「
大
阪
市
立

大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
を
つ

世
界
と
戦
え
る
公
立
大
学
へ

同窓会総会で全学同窓会設立を発表する児玉会長

れ
ば
学
生
数
２
万
人
規
模
の
公

立
総
合
大
学
と
な
り
、
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

の
活
用
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
視
点
と
し
て

は
、「
大
阪
の
成
長
戦
略
へ
の
貢

献
」、「
自
治
体
と
の
連
携
や
教

育
行
政
へ
の
貢
献
、
実
践
的
研

究
な
ど
の
公
立
大
学
ら
し
さ
の

追
求
」、「
両
大
学
が
培
っ
て
き

た
伝
統
と
蓄
積
の
活
用
」
が
重

要
な
視
点
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

新
大
学
構
想
の
将
来
像

　

現
在
示
さ
れ
て
お
り
ま
す

「
新
大
学
構
想
〈
提
言
〉」
に
お

い
て
は
、
具
体
的
な
将
来
像
と

し
て
、
両
大
学
を
統
合
し
た
大

幅
な
教
育
組
織
の
再
編
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
両
大
学

大
阪
市
立
大
学
教
育
後
援
会 

会
長

金
児　
曉
嗣

「
大
阪
市
立
大
学
同
窓
会
」の

　
設
立
を
祝
う

く
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
学
友

会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
学
友

会
は
同
窓
会
の
枠
組
を
超
え
た
、

大
学
に
関
係
す
る
す
べ
て
の
人

た
ち
が
大
学
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
旗
印
に
連
帯
す
る
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
新
し
い
理
念
で
設
立

さ
れ
た
大
学
支
援
組
織
と
し
て

近
隣
の
大
学
か
ら
も
注
目
さ
れ

ま
し
た
。

　

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
諸
般

の
事
情
に
よ
り
学
友
会
は
全
学

同
窓
会
的
な
機
能
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
な
い
ま
ま
昨
年
６
月
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昭
和
24
年
に
大
阪
市
立
大
学

が
設
立
さ
れ
て
以
来
、
切
望
さ

れ
て
い
た
全
学
統
一
同
窓
会
が
、

２
０
１
２
年
11
月
３
日
の
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
・
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
で
初
代
会
長
・
児
玉
隆
夫

氏
か
ら
設
立
発
表
さ
れ
、
同
時

に
開
催
さ
れ
た
総
会
に
て
承
認

さ
れ
た
。

　

現
在
、
各
学
部
の
同
窓
会
は

文
系（
商
学
部
・
経
済
学
部
・
法

学
部
・
文
学
部
）４
学
部
の
同
窓

会
で
あ
る
「
有
恒
会
」「
理
学
部

同
窓
会
」「
工
学
部
同
窓
会
」「
医

学
部
同
窓
会
」「
生
活
科
学
部
同

窓
会
」「
看
護
系
同
窓
会
」
さ
ら

に
「
創
造
都
市
研
究
科
同
窓

会
」
の
七
つ
が
あ
る
が
、
こ
れ

ら
を
統
合
し
た
全
学
同
窓
会

「
大
阪
市
立
大
学
同
窓
会
」
が
平

成
24
年
11
月
３
日
開
催
の
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
・
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
で
概
要
の
発
表
が
あ
り
、

設
立
総
会
で
承
認
さ
れ
た
。
な

お
、
初
代
会
長
に
は
児
玉
隆
夫

氏（
院
理
43
修
、
前
理
学
部
同
窓

会
会
長
、
元
市
大
学
長
）が
就
任

し
た
。

　

平
成
17
年
に
学
友
会
が
設
立

さ
れ
、
在
学
生
支
援
を
中
心
に

大
学
支
援
を
行
っ
て
き
た
が
、

昨
今
の
少
子
化
に
伴
う
大
学
間

競
争
の
激
化
、
大
阪
市
か
ら
の

大
学
交
付
金
の
減
少
そ
の
他
、

わ
が
母
校
市
大
に
と
り
厳
し
い

環
境
が
続
い
て
い
る
。

　

そ
こ
で
学
友
会
を
思
い
切
っ

て
改
組
し
、
大
学
お
よ
び
在
学

生
を
支
援
す
る
団
体
と
し
て
全

学
同
窓
会
「
大
阪
市
立
大
学
同

窓
会
」
と
「
大
阪
市
立
大
学
教

育
後
援
会
」
の
二
つ
を
設
立
し
、

従
来
以
上
に
強
力
に
大
学
及
び

在
学
生
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ

と
と
し
た
。

　

全
学
同
窓
会
は
、
卒
業
生
の

力
を
結
集
し
大
学
・
在
学
生
支

援
を
強
力
に
推
進
す
る
。
現
行

の
各
学
部
同
窓
会（
そ
れ
ぞ
れ
の

前
身
校
等
を
含
む
全
て
の
卒
業

生
が
会
員
）は
そ
の
傘
下
と
し
て

存
続
し
、
従
来
通
り
自
主
独
立

に
活
動
を
続
け
、
全
学
同
窓
会

歴
代
卒
業
生
が
一
丸

現
役
学
生
と
大
学
を
支
援

全
学
同
窓
会「
大
阪
市
立
大
学
同
窓
会
」設
立

と
緊
密
に
連
携
を
保
ち
、
全
学

同
窓
会
の
要
請
を
受
け
て
所
属

の
同
窓
生
に
働
き
か
け
、
全
学

同
窓
会
と
一
緒
に
な
っ
て
大
学

支
援
、
在
学
生
支
援
を
強
力
に

行
う
。

（
全
学
同
窓
会
概
要
＝
図
１
）

　

全
学
同
窓
会
と
教
育
後
援
会

の
役
割
分
担
に
つ
い
て
、
教
育

後
援
会
は
在
学
生
支
援
の
ほ
と

ん
ど
の
項
目
に
つ
い
て
対
応
、

一
方
、
全
学
同
窓
会
は
教
育
後

援
会
が
対
応
困
難
な
大
学
・
在

学
生
支
援
に
つ
い
て
対
応
す
る
。

　

ま
た
、
支
援
を
受
け
る
大
学

と
支
援
を
実
行
す
る
団
体
の
教

育
後
援
会
及
お
よ
び
全
学
同
窓

会
の
三
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表

者
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
大
学

支
援
協
議
会
」（
略
称
＝
三
者
協

議
会
）の
設
立
を
行
い
、
三
者
間

の
連
携
、
絆
を
よ
り
強
く
す
る

「
大
学
支
援
協
議
会
」
を
運
営
の

「
要
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
・
要
望
な
ど
を
共
有
し
大
学

支
援
に
つ
い
て
の
方
向
づ
け
と

推
進
を
行
い
、
従
来
以
上
に
強

力
に
大
学
支
援
お
よ
び
在
学
生

支
援
を
果
た
し
て
い
く
。

（
三
者
の
連
携
関
係
＝
図
２
）

　

全
学
同
窓
会
「
大
阪
市
立
大

学
同
窓
会
」
の
役
員
な
ど
は
右

表
の
通
り
で
、
運
営
組
織
は
シ

ン
プ
ル
に
徹
し
て
進
め
て
い
く

予
定
。

　

実
行
組
織
と
し
て
は
、
恒
常

的
事
業（
広
報
、
就
職
支
援
関
係

ほ
か
）に
つ
い
て
は
常
設
委
員
会

を
設
置
、
そ
の
他
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
都
度
臨
時
に
設
置
・
運

営
し
て
行
く
予
定
。

全
学
同
窓
会　

事
務
局

母
校
の
発
展
に
活
用

はばたけ 基金
◆金額
１　個人の方
 １口１万円（何口でもお申込みいただけます）
 ＊１口未満のご寄付もありがたく頂戴いたします。(千円単位)

２ 法人の方
 １口の金額は特に定めておりません。
 ＊有価証券等、土地、建築建物のご寄付、遺贈によるご寄付に

つきましては事務局までご相談ください。
 ＊遺贈によるご寄付の場合はご希望に応じて信託銀行をご紹

介いたします。

◆募集期間
平成21年10月１日から平成26年９月30日まで
※その他基金に関する詳細は、大学ホームページをご覧ください。

130周年記念事業 全学同窓会
役員役職 所属同窓生会名 氏名 卒年

会長 理同窓会 児玉 隆夫 院理S43

副会長

有恒会 倉持 治夫 商S48

理同窓会 市村 彰男 院理S46

工学部同窓会 木村 雅之 工S51

医学部同窓会 生野 弘道 医S44

生活科学部同窓会 岸本 幸臣 生S38

看護系同窓会よつば会 白田 久美子 看S44

創造都市研究科同窓会 喜多 繁幸 院創H24

監事
有恒会 小川 泰彦 商S53

工学部同窓会 人見 宗男 工S31

常設委員会

事業委員会
委員

有恒会 有本 英一 法S36

理同窓会 市村 彰男 院理S46

工学部同窓会 前谷 治男 工S51

医学部同窓会 志村 研太郎 医S49

生活科学部同窓会 春木 敏 生S49

看護系同窓会よつば会 川端 京子 医看

看護系同窓会よつば会 玉上 麻美 医看

創造都市研究科同窓会 喜多 繁幸 院創H24

広報委員会
委員

有恒会 羽原 顕三 商S38

理同窓会 佐藤 和信 理H01

工学部同窓会 瀧山 武 工S59

医学部同窓会 鶴原 常雄 医S35

生活科学部同窓会 生田 英輔 院生H16

看護系同窓会よつば会 町野 芽衣 医看

創造都市研究科同窓会 喜多 繁幸 院創H24

創造都市研究科同窓会 大野 境子 院創H24

事務局担当

事務局
有恒会 植田 浩吉 法S44

有恒会 齋藤 郁朗 法S44

　はばたけ夢基金は平成26年9月30日まで募集しています。使途については、「はばたけ夢基金運営委員会」で
寄付者の意向に沿った形で決定し、一部事業を実施しております。
　ご寄付をいただきました皆様、本当にありがとうございました。今後ともご支援よろしくお願い申し上げます。

○寄付者の意向(1,000回、1,000万円以上のご寄付)に沿った事業
・「野瀬健三奨学金」事業：平成22年8月、会計学の分野を勉強、研究する学生・大学院生の奨学金制度を設立
し、奨学金を支給しています。(5,000万円)
・「健康教育支援」事業：平成24年5月、「タバコのからだへの影響を考える」シンポジウムを開催、平成24～27
年度の全学共通教育科目として「たばこと健康問題」科目を開講しています。また、禁煙・急性アルコール中
毒、薬物乱用の防止等の啓発活動を実施しています。（1,000万円)
・「浦上奨学金」事業：平成9年度に設立した浦上奨学金〔浦上智子氏の寄付金による奨学金で、学力に優れ、
かつ研究心に富みながら経済的理由のために就学が困難な大学院に在学する女子留学生の奨学金〕へ、平成
22年8月に充当し、奨学金を支給しています。(3,321万円)

・平和と人権に関する教育・研究事業：平成24年6月、平和と人権に関する教育・研究（若手研究者の養成、プ
ロジェクト研究、出版助成など)に活用する予定です。（6,000万円)

○その他「はばたけ夢基金運営委員会」で使途を決定した事業
・外国語特別演習室の機器更新：平成22年度、大阪市の「ふるさと納税(寄付金)制度」を活用してご寄付いた
だき、大阪市から運営費交付金に上積みして交付された寄付金で、寄付者アンケートを参考に外国語特別演習
室の機器更新に活用させていただきました。(4,340万円)

・南北道路および南部ストリートの空き地への植栽：工学部西側JR線沿いに整備された南北道路の空き地および、
杉本町駅東口から生活科学部北側沿いに整備した南部ストリートの空き地に、シダレザクラ、ソメイヨシノなど
を植樹します。(170万円)
・ボート祭などで使用するボートの購入：大学の伝統行事であるボート祭などで使用するボート(ナックルフォア)3
艇を購入します。ボートは「はばたけ夢Ⅰ号」「はばたけ夢Ⅱ号」「はばたけ夢Ⅲ号」と命名する予定です。(320万円)

※各事業の詳細については、大阪市立大学HPに掲載しています。はばたけ夢基金の画面からご覧いただけます。〔平成25年2月現在〕

　大阪市立大学創立130周年記念事業の
一環として、大学が行う教育・研究・地域
貢献・医療など諸活動に資することを目的
とし「はばたけ夢基金」を設立しました。
　基金の一部は「積立金」として運用し、一
部は「事業資金」として単独または本学の
他の資金と併せて下記事業に活用させてい
ただきます。

１ 教育支援事業
２ 研究支援事業
３ 教育研究環境整備事業
４ 国際交流事業
５ 社会連携事業
６ 医療・保健推進事業

夢

●大阪市立大学はばたけ夢基金の活用状況について●

世代を超えて交流

図１

図2

全学同窓会役員・委員名簿
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　工学部同窓会は、旧都島高専の卒業生を
含め約１万人の会員を擁しています。主な
事業は会員相互の交流と親睦を図ることで
すが、それ以外に在学生の支援にも力を入
れています。特にユニークなのが奨学金の
制度です。
　後期博士課程進学者に奨学金を付与す
る後期博士課程就学援助制度、工学部の受
験生に、受験前の段階で奨学金の給付を約
束する奨学金制度があります。この奨学金
は一定要件を満たし、工学部に入学するこ
とが条件になりますが、経済的理由で受験
をあきらめていた方々にはお金の心配をし
ないで受験に専念できるという点で朗報で
はないでしょうか。原資には会員の皆様か
ら頂いた寄付をもとに基金を積み立て運用
しています。力不足で大したことはできませ
んが、お知り合いで希望者がおられました
ら紹介してあげてください。
　また、在学生が将来を考える一助にと工
場見学会を開催しています。これは就職活
動とは全く別物で、エンジニアが生きていく
現場がどのようなものか、そこで先輩たちが
どのような仕事をしているのか、実際に見
て、聞いて交流を深めるものです。
　以上が工学部の現状ですが、市立大学同
窓会の構成員として、全体の同窓会活動にも
積極的に参画していきたいと考えています。

●工学部同窓会長　木村 雅之

工学部同窓会工学部同窓会

　

昨
今
、
官
公
庁
へ
の
就
職
が

増
加
し
て
お
り
、
就
職
先
は
法

学
部
で
約
47
％
、
生
活
科
学
部

約
28
％
、
文
学
部
約
22
％
、
経

済
学
部
約
13
％
、
商
学
部
約

９
％
、
工
学
部
約
９
％
、
理
学

部
約
７
％
と
な
っ
て
い
る
。（
平

成
24
年
卒
業
生
就
職
先
デ
ー
タ
：

大
学
就
職
担
当
課
資
料
よ
り
）

　

在
学
生
か
ら
「
大
学
就
職
担

当
課
が
行
う
支
援
と
は
別
に
官

公
庁
に
就
職
し
た
先
輩
方
か
ら

の
就
職
試
験
な
ど
の
経
験
談
、

入
庁
後
の
官
公
庁
の
実
情
、
留

意
点
な
ど
実
体
験
に
基
づ
く
就

活
へ
の
取
り
組
み
や
勉
学
を
含

め
て
や
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
な

ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け

　

国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
、
有
恒

会
の
仲
介
支
援
に
よ
り
昨
秋
か

ら
、「
三
井V

‐Net

」（
三
井
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
団
）に
よ
る
海
外
留
学
生
を
対

象
に
し
た
国
際
交
流
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
取
り
組
み
に
入
り
、

す
で
に
３
名
の
留
学
生（
ベ
ト

ナ
ム
人
２
名
、中
国
人
１
名
）と

の
間
で
交
流
が
開
始
さ
れ
た
。

　

三
井V

‐Net

は
三
井
グ
ル
ー

プ
企
業
31
社
で
構
成
さ
れ
、
そ

の
企
業
の
退
職
者
約
２
０
０
名

が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
留

学
生
と
１
対
１
で
交
流
、
主
と

し
て
日
本
語
、
社
会
生
活
、
文

化
、習
慣
、就
職
な
ど
を
指
導
・

支
援
し
て
い
る
。

　

本
学
は
、
海
外
か
ら
の
留
学

生
が
３
０
０
余
名
に
達
し
、
う

ち
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
が
90
％
以

上
を
占
め
、
と
く
に
中
国
か
ら

の
留
学
生
が
圧
倒
的
に
多
い
。

　

全
学
同
窓
会
の
具
体
的
な
事
業
活
動
に
つ
い
て
は
常
設
委

員
会（
広
報
委
員
会
・
事
業
委
員
会
）が
担
当
し
、
優
先
順
位

の
高
い
と
思
わ
れ
る
も
の
を
重
点
的
に
順
次
、
拡
大
し
て
い

く
こ
と
を
基
本
に
、
今
後
、
詳
細
の
検
討
を
行
い
、
推
進
し

て
い
く
。
広
報
委
員
会
は
、
全
学
同
窓
会
の
会
報
誌
発
行
な

ど
「
広
報
Ｐ
Ｒ
事
業
」
を
担
当
し
、
事
業
委
員
会
は
以
下
の

事
業
を
担
当
す
る
。

全
学
同
窓
会
の
事
業
活
動

現
職
公
務
員
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と

在
学
生
と
の
交
流
会

海
外
留
学
生
と
の
国
際
交
流

「
三
井V-Net

」
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

1 

大
学
支
援

①
卒
業
生
の
知
識
・
経
験
・

ノ
ウ
ハ
ウ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
活
用
に
よ
る
セ
ミ

ナ
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ

の
講
師
派
遣
の
協
力
、
産

学
連
携
協
力
な
ど
「
教
育

研
究
支
援
へ
の
協
力
」

②
は
ば
た
け
夢
基
金
な
ど

「
寄
付
募
集
の
協
力
」

③
「
大
学
の
知
名
度
ア
ッ
プ

の
た
め
の
協
力
」
な
ど

2 
在
学
生
支
援

①
若
手
卒
業
生
と
在
学
生
と

の
交
流
会
な
ど
「
就
職
支

援
・
進
学
相
談
」

②
留
学
生
関
連
支
援
な
ど

「
国
際
力
強
化
支
援
」

3 

各
同
窓
会
・
卒
業
生
支
援

①
名
簿
の
管
理
と
活
用
、
各

種
活
性
化
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提

供
な
ど
「
各
学
部
同
窓
会

の
活
性
化
支
援
」

②
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」

の
充
実
の
推
進
な
ど

　

こ
の
う
ち
「
在
学
生
支
援
事

業
」
を
最
優
先
に
取
り
組
み
を

開
始
し
て
い
る
。（
詳
細
は
以
下
）

れ
ば
あ
り
が
た
い
」
と
の
要
望

が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
在
学
生
に
と
っ
て

話
し
や
す
い
、
主
に
卒
業
後
10

年
前
後
ま
で
の
若
い
年
代
の
先

輩
の
お
話
を
聞
い
た
り
相
談
し

た
り
で
き
る
交
流
会
を
、
関
係

各
位
の
ご
協
力
を
得
て

２
０
１
３
年
２
月
17
日（
日
）、

田
中
記
念
館
で
開
催
し
、
公
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員
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望
の
在
学
生
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し
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。
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師
は
次
の
と
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り
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文
Ｓ
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）、
出

原
康
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経
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）

（
敬
称
略
）

同
窓
会
活
動
紹
介

　医学部同窓会は現在、昭和24年卒医専
第１期卒業生から平成25年学部第62期
卒業生までの4549名で構成され、年会費
5,000円（納入率約40％）で年間約1,000
万円の予算で運営されています。
　同窓会は理事15～25名（会長１名、副会
長３名）、監事２名、議長・副議長各１名で
組織され、「定例理事会」を隔月、「定例総
会・評議委員会」を年１回開催しています。
　同窓会では社会的貢献やスポーツ大会な
どで優秀な成績を残した学生への顕彰とし
て平成12年より『仁澪賞』を贈呈。また、
『Student of the year』として卒業試験首席
の学生に「智」、クラスで最も信望されている
学生に「仁」、課外活動で顕著な業績を残し
た学生に「勇」と称し仁澪賞と共に総会時に
表彰し、学生から評価の高い教員も『Teacher 
of the year』として同様に表彰しています。ま
た、今年から医学部合格発表１週間後に「新
入生歓迎会」を開き、大変好評でした。
　「卒後研修会」は毎年開催され、研修医を
はじめ受講者は多く、今年２月には第35回
を迎えました。そして、夏季休暇には会員の
診療所で「卒前教育」を行っています。
　広報活動としては同窓会報『仁澪』の年
３回定期的な発刊と、ホームページの定期
的な更新を行っています。また同窓会名簿
は３年に１回発刊し、会員の諸活動に幅広
く利用されています。

医学部同窓会医学部同窓会

　看護系同窓会「よつば会」は、医学部看
護学科、大学院看護学研究科の卒業生、在
校生だけでなく、前身校の卒業生も含めて
構成されています。会員数約4700人を擁す
る歴史と伝統のある看護の同窓会組織であ
り、卒業生の方々は病院をはじめ、保健セ
ンターや企業、学校、大学などで幅広く活
躍し、看護の発展に貢献いたしております。
卒業生、在校生には次のような支援を行っ
ています。
１. 講演会開催：年1回開催しています。在
学生の皆様は無料で聴講していただけ
ます。

２. 卒業生に対するお祝い：毎年卒業式に参
列し、祝辞と共にお祝いを贈っています。

３. 進路・就職などの説明会開催：諸先輩
方を講師とし、進路や就職などの説明会
を在校生に開催します。

４. 医学分館への図書寄贈：阿倍野キャン
パスにある大阪市立大学学術情報総合
センター医学分館に看護に関連する図
書を寄贈しています。

５. ホームページの更新。
６. 大阪市立大学大学院看護学研究科講
演・シンポジウムの協賛。

　これからの学生生活はもちろん、卒業後
の看護職者としてのご活躍に際しても強力
に支援していきます。　

●よつば会会長　白田 久美子

看護系同窓会「よつば会」看護系同窓会「よつば会」

　創造都市研究科（GSCC）同窓会は、まだ
まだ小さい組織ではありますが、修了生の
交流を促し、修了後の継続的な研鑽の場や、
同窓生の活躍をお伝えできる場を創出して
いきたいと考えています。具体的には、現役
生の組織である「院生会」と共催での「ホー
ムカミングデー」開催、「WEB会報発行」によ
る情報発信、その他勉強会などを企画・検
討しています。 
　昨年のホームカミングデーは、11月３日
（土）に大阪駅前第二ビルの梅田サテライト
で開催され、現役生・卒業生・先生が一堂
に会しました。
　まず「うめきた」「中之島」「天満・天神周
辺」の３エリアに分かれて街歩きを開催。前
年からの催しで80人が参加し、すっかり恒
例になりました。続いて、ブース展示や講演
による各分野（アントレプレナーシップ、ア
ジア・ビジネス、都市経済・地域政策、都市
公共政策、都市共生社会、知識情報基盤・
情報システム創生）の紹介を行いました。日
ごろ交流が少ない各分野がプレゼンしあう
ことで、ヨコのつながりが強固になったよう
です。 最後に懇親会が行われ、分野対抗の
ゲームを開催するなど趣向を凝らした内容
で盛り上がりました。 
　今後も院生会と協力し合って盛り上げて
いきたいと思います。  

●創造都市研究科同窓会長　喜多 繁幸

創造都市研究科同窓会創造都市研究科同窓会

　生活科学部は大正10年４月、大阪市立西区高等実
修女学校として創立され、大正13年に大阪市立高等西
華女学校、昭和16年に大阪市立西華高等女学校と改
称後、昭和22年に大阪市立女子専門学校を設置、昭和
24年には学制改革により大阪市立大学家政学部となり
ました。さらに、昭和28年に大学院家政学研究科修士
課程を設置、昭和50年に大阪市立大学生活科学部に
改称するとともに生活科学研究科博士課程を設置し、
平成21年には学部創立60周年を迎えました。
　私たちの学部は、半世紀以上にわたって我が国にお
ける家政学・生活科学の先進的拠点として、有為な人
材の輩出と研究成果の社会的貢献を果たしてきました。
　生活科学部同窓会は、大正11年の卒業生より今日ま
での約12,000人を越える会員の方々に、大学の現状を
お伝えするニュースレターの発行をはじめ、定期総会と
記念講演およびシンポジウムの開催、各学科、各学年、
各研究室の交流会、専門職の研修ほか、学習会の開催
など、卒業生の交流会開催への援助を多面的に行って
います。
　最近では、卒業後50年を記念した同窓会の開催が活
発に行われ始めました。歴史と伝統を持つ同窓生の力
を在学生にも引き継ぐ同窓会として、全学同窓会と連
携して活動の充実を図ってまいります。

生活科学部同窓会生活科学部同窓会

　昭和28（1953）年に理学部の前身である理工学部（1959年に理学
部と工学部に分かれる）１期生の卒業生が出てから現在までに、約
6300名の理学部卒業生および理学研究科修了生を輩出しています。
理学部同窓会活動もそのころから始まったと聞いていますが、2001
年に同窓会名簿が整理され印刷物として出版された後、同窓会活動
は停滞期に入っていたようです。その後、現全学同窓会会長の児玉
隆夫前理学部同窓会長をはじめとする執行部の献身的なご努力によ
り、理同窓会の立て直しができ、今日に至っています。電子媒体によ
る名簿整理もようやく軌道に乗り始めました。
　理同窓会の活動の一つは、主に在学学生・院生を対象とした卒業
生や元理学部教員による講演会を開催していることです。昨年度は、
生物学科で教 をとられました古澤満先生（ネオ・モルガン研究所最
高顧問）を講師に招き、世界的に高い研究の評価をされている「不均
衡進化論」のお話をしていただきました。今年度以降も最低年１回の
講演会開催を予定しています。
　また、在学生への支援活動として全学同窓会と連携して就職支援
を行っていきます。理学部を卒業して中高校の教員を目指す学生は、
文学部と同様に他の学部に比べて多く、教員志望の学生に対して理
学部卒業生の中堅、若手現役中高教員との交流会の開催も予定して
います。
　全学同窓会が立ち上がり、理学部同窓会も同窓生に対して、より
積極的に情報を発信していきたいと思いますので、同窓生各位のご
協力をよろしくお願いします。

●理学部同窓会長　市村 彰男

理学部同窓会理学部同窓会

交流会のようす

　有恒会は、昭和28年に前身の大阪商科大
学同窓会から引き継がれ、120年あまりの歴
史があります。現在の会員は旧制大阪高商、
商大学部、高商部の卒業生及び市大の商学
部・経済学部・法学部・文学部の卒業生に
よって構成されており、会員総数は約
40,000名に達しています。
　当会には、運営本部のもとに総務、財務、
会員、広報の４部会があり、本部は会員相
互の恒常的な交流および親睦などをはかる
ための催し及び会報誌（年3回）を発行すると
ともに、同期会、職域会、クラブOB会、同好
会などを積極的に支援･協力しています。
　さらに、当会には全国23カ所に支部組織
があり、本部－支部間の交流を深めるとと
もに当会以外の学部同窓生を含めての支部
活性化のための支援活動に努めています。
　また、大学の催事への積極的な参加とと
もに大学および在学生への支援･協力によ
る関係強化に注力しています。とくに、関係
団体の（財）有恒会では永年にわたり大学へ
の助成および在学生への奨学金等の支援を
行ってきました。

有恒会有恒会

3 2013年5月15日大阪市立大学同窓会報創刊号




